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Ⅳ 型 コラーゲン以外のコラーゲ ンについて も検
討 を行った。




ラ ミニ ン5は 増殖期か ら高い発現 を示 したが,
confluent後はⅣ 型 コラーゲンと同様 に減少 し,
基底膜産生の低下が示 された。 また蛍光二重染色
ではコロニー中央に比べ,活 発に移動 している周
囲の細胞でともに強い陽性反応 を示 した。これ ら
の結果 か らHsp47RHsC-3細胞 において もコ
ラーゲンの産生を介助 しており,特 にIV型コラー
ゲンの産生 を介助す ることで,基 底膜産生 に関与
していることが示 された。 また,confluent後は
Hsp47およびIV型コラーゲンを減少 させ ることで
基底膜産生 を低下 させ,腫 瘍細胞 としての運動性
を確保 している可能性が示唆 された。




【目 的】小胞体在住ス トレスタンパ ク質である
Hsp47はコラーゲ ン特異的な分子シャペロンであ
り,その発現はコラーゲン合成と密接に結びつい








【方 法 】HSC-3細胞 の培 養 段 階 を増 殖 期,
conf1uentおよびconfluent後の3段 階 に分 け,
それぞれにおけるHsp47タンパ ク,mRNAの 発
現を検討 した。加 えて基底膜の主成分であるⅣ
型コラーゲ ンおよび ラミニン5のmRNA発 現 を
検討 した。Hsp47とⅣ 型 コラーゲンの細胞内局
在を調べ るために蛍光二重染色を行った。 また,
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